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PMF と流跡線解析 に よる三 宅島噴火の影響を受けた湿性沈着の 評価
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【目的】

　2000年 7 月に起きた三 宅島噴火 に よっ て 、三 宅島近辺 で H ？

や SO諸の 湿性沈着 の 増加が見 られた ． 測定値
か らの 判断 で は、三宅島噴火 の影響に よ る沈着量 の 増加 は判断で きない 。因 子 分析 の

一
種 で あ る PMF 解析 と、

流跡線解析を用 い て 、甘、SO42
’
？S性沈着量 の 増加 に 対する 三 宅島噴火 の 寄与を評価する こ とを検討 した。

【方法】

　降水デー
タ： 環境省 の 降水デー

タを使用 し た。観測地点は丹沢、筑波、越前岬 、五島で 、期間は、1997 ／4
〜2003 ／3 の 三 宅島噴火開始 の 前後 3 年間を選ん だ。

　PMF 解析： 因子数 ρ は、全観測 地点 の デー
タ共通 で 、5 と し た。

　流跡線解析 ； NOAA の HYSPLIT モ デル に より、72　b遡 っ た後方流跡線を使用 した。
｛結果 と考察1

　丹沢で の PMF 解析 の 結果、各因子 の イオ ン 構成 か ら、因子 1： 硫酸 、 因子 2： 硝酸、因子 3： ア ン モ ニ ウ ム

塩、因子 4： カ ル シ ウム 塩、因子 5 ： 海塩、と解釈 した （表 1）。 他 の 観測地点で の PMF 解析 の 結果 は、因子 2
で は ぼ 、因子 3、4 で は NO3

’
の 構 成

比 に違い が 見 られ る。しか し、SO42
一

に っ い て 見れ ば、丹沢 と同 じよ うに

各 因子 を解釈す る こ とが で きた。

　PMF によっ て 得られた各因子 の イ

オ ン 濃度 と、日毎 の 降水 量 との 積か

ら因子 の 沈着量 を求 めた u こ こ で は、

表 1 丹沢 の 各因子 の イオ ン構成比
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　2Factor
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48．0　　47」　　　0．0　　　4．2　　　0」　　　　0．0　　　0．2
29．6　　0，0　　51．1　　3．1　　 1重．8　　0，1　　 0．4
0．0　　　26．4　　書9，8　　0．4　　　50」3　　1．7　　　1．3
0．0　　　20．9　　24王猛　　2．6　　　0．0　　　1．9　　　1．5
0．0　　　2．4　　　0、0　　　48、4　　0．6　　　39．5　　2．0

0．3　　 ｛上2
2．8　　 1．2
0．0　　 0．0
38．8　　9．5
0．0　　 7．0

三 宅島噴火の 影 響を受けた地点 と、受 けて

い な い 地点 を代表 し て 、丹沢と越前岬を と

りあげて 因 子 毎 の 沈着量変化 を み る。

　丹沢 の 因子 正の 月 間 SO諸沈 着量 は 、噴火

前 に 比 べ て 、 噴火後に急激な増加が 見 られ

た（図 1）。
こ れ ま で の PMF に よ る解析 の 結

果 、三宅島噴火 で 放出され た SO2は、硫酸

として 主に因子 1 に含まれて い る こ とが分

か っ て い る 。 こ の こ とか ら丹沢 で は、噴火

開始か ら 2001／11頃まで 、噴火の 影響によ

り SO42
一
沈着量が増大 して い た こ と が分か る。

　越 前岬 で は 、 全体の SO42沈着量は大き い

が、因子 1の 占め る 割合 は 、丹 沢 の 噴火後
の 値よ りも小さか っ た（図 2＞。また 、 噴火前

後で 函子 1の沈着量 を見る と、噴火後の 沈

着量は噴火前に比 べ て、大 きな増加傾向は

なか っ た。こ れ らの 結果 か ら、越前岬で は

三 宅島噴火の 影響は ほとん ど無か っ た とい

える。しか し、噴火 の 影響が認 め られ な い

に もか か わ らず、他 の 地点 よ りも沈着量 が

大き い とい うこ とか ら、越前岬で は、三 宅

島噴火以外 の 影響を大きく受けて い る こ と

が考え られる 。

　三宅 島噴火以外の 影響要 因を調 べ るため

に、PMF 解析 と合わせ て 流跡線によ る解析

も行 っ た。
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　　　 図 1 丹沢にお ける各因子 の SO42
一
沈着量
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　　　　図 2　越前岬における各因子 の SO42一沈着量
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